
第2219号）昭和34年7月24日
第三種郵便物認可（け ん せ つ）月3回刊1・

10・20日発行（2017年8月20日（12）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

70
歳
未
満
の
方
が
、
医
療
機
関

の
窓
口
で
の
お
支
払
い
が
高
額
な

負
担
に
な
っ
た
場
合
、
申
請
に
よ

り
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
額

（
高
額
療
養
費
）
が
払
い
も
ど
さ

れ
ま
す
が
、
一
時
的
と
は
い
え
、

窓
口
で
の
医
療
費
の
支
払
い
が
大

き
な
負
担
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
70
歳
未
満
の
方
が
入

院
や
外
来
で
診
療
を
受
け
る
場
合

に
、
限
度
額
適

用
認
定
証
を
保

険
証
と
併
せ
て

医
療
機
関
の
窓

口
に
提
出
す
る

と
、
入
院
時
等

の
1
カ
月（
1
日
か
ら
末
日
ま
で
）

の
窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担

限
度
額
で
済
み
ま
す
。
（
70
歳
か

ら
75
歳
ま
で
の
方
は
高
齢
受
給
者

証
を
保
険
証
と
併
せ
て
提
出
）

例
え
ば
、
1
カ
月
の
総
医
療
費

（
保
険
が
適
用
さ
れ
る
部
分
）
が

1
0
0
万
円
の
場
合
3
割
負
担

で
、
一
時
的
な
、
窓
口
支
払
い
が

30
万
円
必
要
な
わ
け
で
す
。
そ
の

後
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
を
し

て
か
ら
3
〜
4
カ
月
ほ
ど
後
に
、

限
度
額
を
超
え
た
部
分
の
21
万
2

5
7
0
円
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
を
保
険
証

と
併
せ
て
提
出
し
て
い
る
と
、
窓

口
で
の
支
払
い
が
限
度
額
の
8
万

7
4
3
0
円
で
済
み
、
一
時
的
と

は
い
え
高
額
な
負
担
を
し
な
く
て

済
み
ま
す
。

限
度
額
認
定
証
は
、
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
に
よ
っ
て
申
請
先

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ

い
て
は
、
健
康
保
険
証
に
記
載
さ

れ
て
い
る
各
保
険

者
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
以
下
の
場

合
は
返
却
が
必
要

で
す
。
（
1
）
被

保
険
者
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
と

き
。
（
退
職
し
た
場
合
等
）（
2
）

認
定
対
象
者
で
あ
る
被
扶
養
者

が
、
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
と

き
。
（
3
）
標
準
報
酬
月
額
の
変

更
に
よ
り
自
己
負
担
限
度
額
の
適

用
区
分
が
変
わ
っ
た
と
き
。（
4
）

認
定
対
象
者
が
70
歳
に
達
す
る
月

の
翌
月
に
至
っ
た
と
き
。
（
5
）

認
定
対
象
者
が
長
寿
医
療
制
度
の

対
象
者
と
な
っ
た
と
き
。
（
6
）

健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
の

有
効
期
限
に
達
し
た
と
き
。
（
限

度
額
適
用
認
定
証
の
有
効
期
間
は

1
年
間
で
す
。
引
き
続
き
必
要
な

場
合
は
早
め
の
申
請
が
必
要
で

す
）

社
会
保
険
労
務
士

大
西

敏
雄

大西さん

【
総
合
事
業
支
援
セ
ン
タ
ー
発
】

小
平
東
村
山
支
部
所
属
の
有
限
会

社
グ
ッ
ド
ジ
ョ
ブ
、
代
表
取
締
役

の
金
澤
伸
也
さ
ん
（
46
歳
）
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

社
名
は
設
立
当
時
の
仲
間
と
一

緒
に
考
え
た
そ
う
で
す
。
30
歳
頃

か
ら
始
め
2
年
経
過
後
に
法
人

化
。現
在
、塗
装
工
事
、防
水
工
事
、

仮
設
足
場
工
事
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
の
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

若
い
社
員
の
雇
用
で
心
が
け
て

い
る
こ
と
は
、
技
能
検
定
や
仕
事

に
必
要
な
資
格
取
得
で
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
し
た
人
や
現
場
リ
ー
ダ
ー
に

は
、
手
当
を
加
算
す
る
な
ど
能
力

を
適
正
に
評
価
し
、
社
員
自
ら
も

能
力
向
上
を
め
ざ
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
ま
た
会
社
で
行
な
う
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
も
、
社
員
さ
ん

に
企
画
・
準
備
し
て
も
ら
い
ま
す
。

野
球
チ
ー
ム
と
同
様
に
、
一
人
一

人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
う
経

験
を
す
る
こ
と
で
、
仕
事
に
生
か

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

企
業
理
念
は
「
人
・
技
・
志
」

で
、
社
長
が
自
分
で
考
え
て
作
っ

た
そ
う
で
す
。
「
人
＝
人
の
た
め

に
考
え
、
行
動
し
最
善
を
尽
く
し

て
信
用
を
築
こ
う
」
「
技
＝
良
い

仕
事
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
心
が
け

よ
う
」「
志
＝
（
継
続
は
力
な
り
）

努
力
を
惜
し
ま
ず
、
積
極
的
に
挑

戦
し
よ
う
」
と
し
ま
し
た
。

夏
涼
し
く
て
、
冬
暖
か
い
塗
料

（
遮
熱
塗
料
ガ
イ
ナ
）
は
お
薦
め

商
品
だ
そ
う
で
す
。
現
在
は
、
新

宿
区
や
所
沢
市
な
ど
の
自
治
体
で

助
成
制
度
を
設
け
て
お
り
、
東
村

山
で
も
制
度
化
で
き
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

東
京
土
建
の
運
動
が
雇
用
が
ほ

し
い
、
組
合
員
を
増
や
し
た
い
、

工
事
の
受
注
を
増
や
し
た
い
の
3

要
素
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
「
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

見
え
る
化
」
に
す
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
住
宅
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

を
企
画
し
た
り
し
て
、
東
京
土
建

が
ど
う
い
っ
た
組
合
な
の
か
を
見

せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
面
白
い
の

で
は
。
「
見
え
る
化
」
の
ア
ピ
ー

ル
が
も
っ
と
あ
っ
た
ら
良
い
と
話

し
ま
す
。

遮熱塗料ガイナの説明をする金澤さん

【
建
築
カ
レ
ッ
ジ
・
吉
川
新
吾

記
】
第
31
回
東
京
都
連
青
年
技
能

競
技
大
会
が
7
月
23
日
、
都
立
多

摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
府
中

校
で
開
催
さ
れ
、
9
月

19
〜
21
日
に
愛
知
県
で

開
か
れ
る
全
建
総
連
全

国
青
年
技
能
競
技
大
会

の
出
場
選
手
が
決
ま
り

ま
し
た
。

出
場
選
手
24
人
中
、

東
京
土
建
の
組
合
員
は

16
人
。
カ
レ
ッ
ジ
か
ら

在
校
生
6
人
、
卒
業
生

9
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
第
1
位
（
金
賞
）

は
氏
平
達
也
さ
ん
（
カ

レ
ッ
ジ
11
期
生
、
江
戸

川
支
部
）
、
第
2
位
（
銀
賞
）
は

柴
田
輝
実
さ
ん
（
同
13
期
生
、
村

山
大
和
支
部
）
、
第
3
位
（
銅
賞
）

は
菅
原
将
太
さ
ん
（
建
設
ユ
ニ
オ

ン
城
北
支
部
）
、
第
4
位
は
千
葉

幸
大
さ
ん
（
カ
レ
ッ
ジ
10
期
生
、

小
金
井
国
分
寺
支
部
）
、
第
5
位

は
小
林
貴
志
さ
ん
（
同
20
期
生
、

府
中
国
立
支
部
）、
第
6
位
は
赤

井
立
矢
さ
ん
（
同
13
期
生
、
江
戸

川
支
部
）
、
審
査
員
奨
励
賞
は
三

浦
伸
晃
さ
ん
（
建
設
ユ
ニ
オ
ン
東

多
摩
支
部
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し

ま
し
た
。
上
位
4
位
ま
で
の
選
手

が
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
「
四
方
転
び
踏

み
台
」
を
共
通
課
題
に
、
制
限
時

間
6
時
間
で
、
原
寸
図
、
木
ご
し

ら
え
、
墨
付
け
、
加
工
、
組
み
立

て
の
精
度
を
競
う
も
の
で
す
。

入賞者のうち5人がカレッジ生

【
特
別
教
育
な
ど
】

石
綿
9
月
19
日
午
後（
火
）池
袋
、

4
2
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
・

丸
の
こ
・
熱
中
症
と
3
日
間
連
続

セ
ッ
ト
割
引
1
万
7
2
0
0
円

自
由
研
削
砥
石
9
月
20
日
（
水
）

池
袋
、
7
5
0
0
円
、
丸
の
こ
・

熱
中
症
と
2
日
間
連
続
セ
ッ
ト
割

引
1
万
4
千
円

丸
の
こ
9
月
21
日
（
木
）
池
袋
、

熱
中
症
と
同
日
セ
ッ
ト
割
引
7
5

0
0
円

熱
中
症
9
月
21
日
（
木
）
池
袋
、

3
3
0
0
円

足
場
9
月
26
日
（
火
）
池
袋
、
7

千
円

【
建
設
機
械
】

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
9
月
14
〜

16
日
（
木
金
土
）
西
多
摩
支
部
会

館
、
3
万
2
千
円

玉
掛
①
9
月
15
〜
17
日（
金
土
日
）

西
多
摩
支
部
会
館
、
②
10
月
3
〜

5
日
（
火
水
木
）
池
袋
、
2
万
1

千
円

小
型
車
両
系
建
設
機
械（
整
地
等
）

特
別
教
育
（
機
体
重
量
3
ト
ン
未

満
の
整
地
・
掘
削
機
械
の
運
転
）

9
月
15
〜
16
日
（
金
土
）
西
多
摩

支
部
会
館
、
1
万
5
千
円

小
型
車
両
系
建
設
機
械
（
解
体
）

特
別
教
育
（
機
体
重
量
3
ト
ン
未

満
の
解
体
機
械
の
運
転
）
9
月
17

日
（
日
）
西
多
摩
支
部
会
館
、
1

万
円
、
小
型
車
両
系
（
整
地
）
と

3
日
間
連
続
セ
ッ
ト
割
引
2
万
4

千
円

【
作
業
主
任
者
】

有
機
溶
剤
9
月
11
〜
12
日（
月
火
）

池
袋
、
1
万
1
千
円

足
場
9
月
13
〜
14
日
（
水
木
）
池

袋
、
1
万
1
千
円

木
造
建
築
物
の
組
立
て
9
月
20
〜

21
日（
水
木
）池
袋
、
1
万
1
千
円

酸
欠
・
硫
化
水
素
（
暗
渠
・
マ
ン

ホ
ー
ル
・
槽
・
ピ
ッ
ト
等
で
の
作

業
）
9
月
29
日
〜
10
月
1
日
（
金

土
日
）
多
摩
西
部
支
部
会
館
、
1

万
9
千
円

造
園
（
常
用
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
他
）

㈱
八
香
園
（
品
川
支
部
）

☎
5
7
8
8
―
4
5
8
1

現
場
監
督
（
社
員
）

シ
ン
コ
ー
・
克
明
工
業
㈱
東
京
本
社（
杉

並
支
部
）

☎
5
3
8
5
―
5
5
1
1

耐
震
補
強
・
防
水
（
社
員
）

㈱
坂
上
工
業
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
4
4
5
4
―
9
5
7
2

解
体
工
（
社
員
）

㈱
渡
辺
解
体
（
足
立
支
部
）

☎
0
8
0
―
1
1
4
7
―
8
6
4
8

電
工
（
社
員
）

㈱
多
摩
計
装
（
西
多
摩
支
部
）

☎
0
4
2
―
5
3
9
―
0
2
2
5

塗
装（
常
用
、
手
間
請
、
社
員
、
見
習
）

㈲
中
尾
美
装
（
中
野
支
部
）

☎
0
9
0
―
7
9
4
4
―
9
0
3
7

電
工
お
よ
び
土
木
工
（
常
用
、
社
員
）

㈲
直
伊
藤
電
設
（
西
多
摩
支
部
）

☎
0
4
2
8
―
7
6
―
1
3
4
3

企
業
理
念
は「
人
・
技
・
志
」

㈲
グ
ッ
ド
ジ
ョ
ブ
の
金
澤
さ
ん

氏
平
達
也
さ
ん
が
金
賞

全
国
へ
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
３
人

20

高
額
負
担
せ
ず
に
済
む

限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
を

求

人

求

人

求

職


